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序文

県下のほ場整備率は数年前に70%を越え、農業基盤整備事業は、農地整備から農

村環境の総合整備へと重心を移しつつあります。その中で、埋蔵文化財の発掘調査

原因も以前に増して多岐にわたるようになるとともに、ほ場整備実施の折りには協

議の末保存されることになった遺跡でも、新たな事業によって調査対象として再浮

上してくるという事例も増加してきています。

また、不況対策として大規模な公共投資が行われているため、埋蔵文化財の発掘

調査が必要となる事業が年度途中に動き出し、その対応に苦慮するという事態にも

直面するようになってきています。

このように、埋蔵文化財を取り巻く環境は複雑になり、年々厳しさを増してきて

います。私たちの社会生活を向上させるためには、各種の公共事業もまた重要であ

ることはいうまでもありません。しかし、そのために文化財保護法のいう「貴重な

国民的財産」である文化財がおろそかに扱われることがあってはならないのです。

本年度も関係機関と保存協議を重ねたうえで、工法上どうしても破壊が避けられ

ないところに限り発掘調査を実施いたしました。農林水産部関係の事業にかかる発

掘調査だけでも20遺跡近くになります。

調査後やむをえず破壊されたこれらの遺跡について、わたくしどもに課せられた

重要な責務の一つとして、発掘調査で得られた膨大な記録を整理し、報告書という

目に見える形で公開するということがあります。今回刊行することとなりました農

業基盤整備事業関係の一連の報告書が、歴史と文化に対する理解の深まりの一助に

なることを期待してやみません。

なお、文化財保護法の精神を尊重され、協議から発掘調査に至るまで多大のご理

解とご協力をいただいた県農林水産部の各関係機関の方々、また、現地での調査に

あたってご助力をいただいた各土地改良区、各市町村教育委員会をはじめ地元の方々

にたいして、文末となりましたがここに心からのお礼を申し上げる次第でございま

す。

平成8年 (1996)年 3月

三重県埋蔵文化財センター

所長川村政敬



例 言

ー 本書は、下記の遺跡の発掘調査報告書である。なお、平成7年度農業基盤整備事業に

伴う埋蔵文化財発掘調査全体の調査経過および協議遺跡一覧を前言として記載した。

長者屋敷遺跡 鈴鹿市広瀬町字仲土居•亀山市能褒野町字仲土居

峯城跡八幡地区 亀山市川崎町柴崎字八幡

中冨田西浦遺跡 鈴鹿市中冨田町字西浦
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本書は、平成7年度農業基盤整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書の第 1分冊で

ある。

3
 
調査にかかる費用は、その一部を国庫補助金を受け三重県教育委員会が、他を三重県

農林水産部と地元市町村が負担した。

4
 
調資および整理の体制は下記による。

調査主体 三重県教育委員会

調査担当 三重県埋蔵文化財センター

整理担当 三重県埋蔵文化財セ‘ノター

調査第一課

調査第一課・管理指導課

5
 
調査にあたっては、三重県農林水産部農地整備課、同部農村振輿課、各農林水産事務

所、各土地改良区および地元の方々、各市町村教育委員会に協力をいただいた。

6
 
各遺跡の報文執筆は墓本的に現地調査担当者があたり、その名を目次および文末に明

記した。

7
 
本書の方位は、真北を用いた。なお、磁針方位は、長者屋敷遺跡・峯城跡八幡地区で

は西偏 6度30分（平成元年、国土地理院）、中冨田西浦遺跡では西偏 6度40分（平成6

年、国土地理院）である。

8
 
本書で用いた遺構表示記号は、下記の通りである。

SK=士坑 SD=溝

，
 

本書で報告した記録類や出土遺物は、三重県埋蔵文化財センターで保管している。

10. スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、 スケールバーを参照ください。
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1. 事業照会と回答

三重県教育委員会では、県の開発関係各課に対し

て、例年夏に翌年度の各種公共事業計画について事

業照会を行い、開発事業地域内における埋蔵文化財

の確認とその保護に努めている。

平成7年度各種公共事業計画については、平成6

年9月に事業照会が行われた。

農林水産部関係については、農村整備課、耕地課

等関係各課から回答がよせられた。

2. 分布調査

事業照会の回答に基づき、三重県埋蔵文化財セ‘ノ

ターでは、早々に事業予定地内における遺跡の有無

の確認作業に入り、遺跡台帳との照合による周知の

遺跡の確認と現地での分布調査を実施した。

その結果、平成7年1月末時点で、一部前年度試

掘済みの遺跡を含めて、事業予定地内には59か所、

約92万面の遺跡あるいはその可能性が考えられる場

所があることが判明した。

この結果は、平成7年2月に関係各課に報告した。

3. 試掘調査と協議

埋蔵文化財セ‘ノタ.......は、関係各農林事務所と今後

の取り扱いについて、試掘調査の日程を含めて協議、

調整を行った。

大部分の遺跡の試掘調査は平成 7年2月から同年

3月にかけて実施され、少なくとも24遺跡（約14万

面）が事業予定地内に存在することが判明した。そ

こで、試掘調査結果を関係各課へ報告するとともに、

遺跡を保護するために盛土対応等の工事設計の変更

を要請した。

平成7年3月末に、教育委員会文化振興課、埋蔵

文化財センター、農村整備課、耕地課、県下各農林

事務所の五者で、各遺跡の対応について設計変更後

の協議を行った。再度設計変更を要請した事業もあっ

たが、現状保存が困難な遺跡については、発掘調査

を実施することとなった。

この時点では、 21遺跡 (22,980mりを本調査する

ことで合意した。

4. 本調査および立会調査

現地調査は、例年5月の連休明けから開始してい

る。平成7年度においても、連休明け早々に曽祢崎

遺跡、峯城跡の 2遺跡の調査を開始し、引き続き 5

月中旬には山神遺跡の調査を開始した。調査は天候

に恵まれ、峯城跡は5月末に、山神遺跡は予想外の

水に悩まされながらも、

ができた。

6月から 8月にかけては、昨年同様、猛暑の中で

の調査となった。

伊勢国府跡と考えられている長者屋敷遺跡の調査

は6月上旬に開始した。昨年度と同様、生活道路を

閉鎖し、排土を場外に搬出しながらの調査であった

ため、隣接地の住民や農地耕作者へ充分な配慮をし

ながらの作業となったが、方格地割の規模や範囲を

知るための重要な資料が得られ、予定どおり 7月末

に終了することができた。

6月上旬に開始し、

6月初旬には終了すること

9月末に終了した火山遺跡の

調査では、室町時代の鋳造遺構が検出された。また、

伊賀国だけで発見されている土符がまとまって 6点

も出土し、特殊な性格をもつ遺跡であることが明ら

かになった。

6月末に開始した北野遺跡の調査は、平成2年度

からの継続調脊で、今回は第5次調査である。当遺

跡では弥生時代後期～古墳時代前期の住居・方形周

溝墓、飛鳥時代～奈良時代の住居•土師器焼成坑等

の遺構が多数検出されており、特に飛鳥時代～奈良

時代においては、全国最大規模の土師器生産遺跡で

あることが判明している。本年度の調査でも調査面

積5,750面の中で新規に竪穴住居53棟、掘立柱建物

48棟、方形周溝墓3基、土師器焼成坑11基が検出さ

れた。調査は猛暑の夏に始まり、北西風の吹きすさ

ぶ 1月中旬に終了した。県営ほ場整備事業に伴う北
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野遺跡の発掘調査は今年度が最終である。

7月中旬には山口遺跡、井尻遺跡の調査を、 8月

上旬には瀬干遺跡、綾垣内遺跡、大蓮寺遺跡、北ノ

垣内遺跡、柳辻遺跡の 5遺跡の調査を開始した。な

ぉ、井尻遺跡での立会調査範囲900m北大蓮寺遺跡

の調査については、協議の結果年度途中に追加した

ものである。

晴天が続いたため調査が中断することは少なかっ

たが、遺構検出や掘削時には多量の水をまかねばな

らず、水確保に苦慮することとなった。また、作業

員の体力の消耗も激しく、作業能率は思うようには

上がらなかった。

その中で、曽祢崎遺跡は古墳時代の掘立柱建物 1

棟、奈良時代の掘立柱建物 5 棟•竪穴住居 2 棟・士

師器焼成坑3基等の遺構が検出され、当初の予想以

上の成果を得ることができた。

秋に入って、 9月中旬に中冨田西浦遺跡の調査を

実施し、井尻遺跡や瀬干遺跡等の調査が終了した10

月上旬には高皿遺跡、 10月中旬には高寺南遺跡、良

福寺跡の調査を開始した。

高皿遺跡については、当初2週間程の期間を予定

していたが、古墳時代前期の遺構検出面の下に、縄

文時代草創期の石器を多量に包含する黒ボク層が存

在することが判明したため、調査区の拡張および調

査期間の延長等についての調整協議を重ねながらの

調査となった。最終的には調査期間を 3週間延長し、

11月上旬に終了した。

古川遺跡・植ノ山遺跡の 2遺跡については、前年

度内に試掘調査を実施することができなかったため、

今年度当初段階では、見込みとして合計1,300面の

本調査を予定していた。 10月に実施した試掘調査の

結果、植ノ山遺跡については本調査が不要となった

ものの、試掘調査後の調整協議の中で、古川遺跡に
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ついては設計変更が困難な範囲が予定以上に広がる

ことが明らかにされた。協議の末、今年度は、古川

遺跡の1,700mを本調査することにした。調査は11

月初頭に開始し、 12月下旬に終了した。

なお、寺野遺跡と初尾サ遺跡については、試掘調

査の結果本調査が不要になり、里中遺跡は事業実施

が次年度となったため、今年度の調査を中止した。

結局、平成7年度の農林水産部の開発事業に係る

発掘調査は、本調査が19,935m2、立会調査が900m2、

遺跡数18となった。

5 . 普及• 公開

各現場の発掘調査がほぼ終了した時点で、その結

果を広く一般県民に公開する目的で現地説明会を開

催している。本年度は、 6月に曽祢崎遺跡で、 9月

に火山遺跡で、 12月に北野遺跡で開催し、いずれの

説明会でも100名以上の参加者を得ることができた。

また、必要に応じて、県政記者クラプおよび地元

の市政記者クラプに発掘調査で得られた資料の提供

も行っている。本年度は 8月に北野遺跡出士の 2点

の銅鐸型土製品について、 11月に高皿遺跡出土の石

器群についての資料を提供した。

なお、県下各地の団体から遺跡説明、体験発掘等

の申請があれば、可能な限り受けるようにしている。

本年度の主なものとしては、 7月に北野遺跡で松阪

市立第三小学校6年生の体験発掘、 8月に井尻遺跡

で県立松阪高等学校郷土研究部の体験発掘、 10月に

勢和村教育委員会主催の郷土史教室で井尻遺跡の調

査説明会、 12月に多気町四疋田区公民館で高皿遺の

調査説明会、 1月に松阪市立漕代公民館で古川遺跡

の調査説明会を行った。

（前川嘉宏）



事 事業地内 試 掘 調 査 結 果
務 事業名 地区名 遺跡名 所在地 分布面積 対 応 響

所 (m') 面積（吋） 時代 概 要

政! 
住宅環境 梅戸井 比丘尼塚関遍遺跡 員弁郡大安町南金井 4,600 遺構・ 遺物なし。 工事可。

公害防除 西員弁 今村遺跡 員弁郡北勢町東村 10,000 1,200 縄文 土坑。縄文土器。 盛土対応。

ほ場整備 芥川沿岸 中冨田中浦遺跡 鈴鹿市中冨田町 26,000 5,000 弥生 溝。弥生土器。 本調査130面実施。他は盛土対応。

四 橋子田遺跡 鈴鹿市上田町 56,000 遺構・遺物なし。 工事可。

日 畜産環境 鈴 亀 畑ヶ田遺跡 鈴鹿市東庄内町 50,000 要試掘14,400吋。他は工事可。

市 上田遺跡 亀山市阿知本町 53,000 要試掘。

農 開拓地 能褒野第二 長者屋敷遺跡 鈴亀鹿山市市広能瀬褒野町町 7,000 4,300 奈良～平安 溝。瓦。 本H調6査年度（第2,7200次m'）本1調,600査実面実施施。。

林 峯 城 跡 亀山市川崎町 7,500 1,400 中世 郭。 本調査1,400吋実施。

広域晨道 北勢南部

西尾 B 遺跡 亀山市辺法寺町 4,500 遺構・遺物なし。 工事可。

古里遺跡 津市大里小野田町 210 210 中世 H2年度試掘。 晨道整備。慎重工事。

大 里

河崎遺跡 津市大里睦合町 150 150 古墳～中世 Hl年度試掘。 晨道整備。慎重工事。

坪ノ興遺跡 久居市榊原町 8,100 遺構なし。士師器少量。 工事可。

北出遺跡 久居市榊原町 8,500 遺構・遺物なし。 工事可。

津
榊 原 長坂遺跡 久居市榊原町 2,800 遺構・遺物なし。 工事可。

東山遺跡 久居市榊原町 13,400 遺構・遺物なし。 工事可。

ほ場整備

寺野遺跡 久居市榊原町 14,000 遺構なし。土師器少量。 工事可。

農 弥五郎垣内遺跡 一志郡嬉野町釜生田 350 350 古墳～中世 Hl年度試掘。 晨道整備。慎重工事。

天白遺跡 一志郡嬉野町釜生田 1,100 1,100 縄文～中世 Hl年度試掘。 晨道整備。慎重工事。

中 郷 北垣外遺跡 一志郡嬉野町森本 250 250 S59年度試掘。 晨道整備。慎重工事。

午前坊遺跡 一志郡嬉野町森本 500 500 縄文～中世 S59年度試掘。 晨道整備。慎重工事。

林

大垣内遺跡 一志郡嬉野町森本 1,500 1,000 縄文～中世 ピット。土器。 農道整備。慎重工事。

若林遺跡 津市大里野田町 1,000 1,000 H2年度試掘。 要試掘。事業次年度。

晨ふるさ道と 大 里 大里西沖遺跡 津市大里野田町 125 125 縄文～近世 H2年度試掘。 慎重工事。事業次年度。

水 南所遺跡 津市大里野田町 1,000 1,000 中世 H2年度試掘。 慎重工事。事業次年度。

堀田遺跡 一志郡嬉野町天花寺 5,000 1,400 古墳～中世 遺構なし。土器。 農道整備。慎重工事。

天花寺廃寺 一志郡嬉野町天花寺 600 600 飛鳥～奈良 遺構なし。土器、瓦。 晨道整備。慎重工事。

土地総合 嬉野西部

里前遺跡 一志郡嬉野町天花寺 1,400 遺構なし。土師器。 農道整備。工事可。

産

島田遺跡 一志郡嬉野町島田 500 遺構・遺物なし。 農道整備。工事可。

豊野遺跡 津市一身田豊野 200 要試掘。事業次年度以降。

農免農道 津北部2期

豊野古墳 津市一身田豊野 200 要試堀。事業次年度以降。

一般農道 久居東部 初尾サ遺跡 久居市木造町 2,400 遺構・遺物なし。 工事可。久居市教委試掘。

瀕干遺跡 松阪市櫛田町 9,400 弥生～平安 曹土坑。 本調査580面実施。他は盛土対応。

松
綾垣内遺跡 松阪市櫛田町 234,000 17,000 中世 ピット、土坑。 本調査300面実施。他は盛土対応。

阪 北ノ垣内遺跡 松阪市櫛田町 15,000 古墳～中世 潤、土坑。 本調査770面実施。他は盛土対応。

ほ場整備 櫛 田

農 大蓮寺遺跡 松阪市櫛田町 20,000 本調査320面実施。他は要試棚。

林
柳辻遺跡 松阪市櫛田町 28,000 6,400 室町 ピット、溝。 本調査160吋実施。他は盛土対応。

倉垣内遺跡 松阪市櫛田町 10,000 要試掘。

第 1-1表 平成7年度農林水産部関係開発事業地内遺跡一覧表 (1)
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事
分事業布（面地面）積内

試 掘 調 査 結 果

務 事業名 地区名 遺跡名 所在地 対 応 等

所 面積(m•) 時代 概 要

北浦遺跡 松阪市清水町 26,000 遺構なし。土器少量。 工事可。

櫛 田 東浦遺跡 松阪市清水町 6,600 遺構なし。土器少量。 工事可。

銭掛松遺跡 松阪市清水町 20,000 要試掘6,500面。他は工事可。

山口遺跡 松阪市井口中町 42,000 3,200 奈良 土師器甕、須恵器杯。 本調査340面実施。他は盛土対応。

機 殿

井出ノ里遺跡 松阪市井口中町 29,000 2,700 中世 土坑、溝。 盛土対応。

大山遺跡 松阪市高木町 59,000 遺構・遺物なし。 工事可。

内垣内遺跡 松阪市高木町 58,000 遺構・遺物なし。 工事可。

別所前遺跡 松阪市高木町 5,400 遺構なし。土師器少量。 工事可。
松

寛越遺跡 松阪市高木町 68,000 遺構・遺物なし。 工事可。

前田遺跡 松阪市高木町 61,000 遺構なし。灰釉陶器。 工事可。

堀田遺跡 松阪市稲木町 6,000 遺構なし。土師器少量。 工事可。

古垣内遺跡 松阪市稲木町 43,500 3,300 奈良～中世 土器多量。 事業除外地未試掘。事業次年度。

萱原通遺跡 松阪市稲木町 18,000 要試掘。事業次年度。

田垣外遺跡 松阪市稲木町 14,900 800 室町 ピット、土坑。土師器。 事業除外地未試掘。事業次年度。

漕 代

保山垣外遺跡 松阪市稲木町 36,500 遺構・遺物なし。 事業除外地未試掘。事業次年度。

阪
外揚遺跡 2,800 平安 ピット、土坑。 事業次年度。

ほ場整備

安田遺跡 松阪市稲木町 66,800 1,200 平安末 土坑。土師器、山茶椀。 事業次年度。

風呂屋垣外遺跡 2,300 平安～鎌倉 土師器多数。 事業次年度。

池ノ田遺跡 松阪市稲木町 4,700 遺構なし。土師器少量。 工事可。

古川遺跡 松阪市稲木町 7,000 6,500 平安～中世 土坑、溝。土器多数。 本調査1,700面実施。他は盛土対応。

植ノ山遺跡 松阪市伊勢場町 17,000 遺構なし。土師器少量。 工事可。

折坂遺跡 松阪市伊勢場町 24,000 遺構なし。土師器少量。 工事可。

農 世間山遺跡 松阪市横地町 18,000 遺構なし。土師器少量。 工事可。

曽祢崎古墳群 多気郡明和町上野 2,400 1,300 古墳 円墳3基。 H7地形測量実施。事業次年度。

曽祢崎遺跡 多気郡明和町上野 4,000 3,800 奈良 ピット、土坑。 本調査1,100吋実施。他は盛土対応。

鐘突遺跡 多気郡明和町上野 1,800 800 中世 土師器。 盛土対応。

明 星
北野遺跡 多気郡明和町蓑村 29,400 旧石器～ 本調査（第5次） 5,750面実施。

角垣内遺跡 多気郡明和町蓑村 5,800 2,700 平安～中世 ピット、土坑、溝。 事業次年度。

五反田遺跡 多気郡明和町蓑村 5,000 要試掘。

林
高皿遺跡 多気郡多気町四疋田 7,300 弥生～平安 ピット、溝。 本調査560面実施。他は盛土対応。

460,000 

四疋田 カタ田遺跡 多気郡多気町四疋田 3,000 古墳～鎌倉 ピット。 盛土対応。

ニノ久保遺跡 多気郡多気町四疋田 50,000 遺構なし。土器少量。 工事可。

宮ノ谷遺跡 多気郡多気町牧 52,000 遺構なし。土器少量。 工事可。

堂ノ前遺跡 多気郡多気町牧 9,400 700 中世 H4年度 事業次年度。

畜環整備 多気勢和

門阪遺跡 多気郡多気町牧 7,700 800 中世 H4年度 事業次年度。

井尻遺跡 多気郡勢和村波多瀬 19,000 12,500 縄文～中世 縄文土器、土師器。 本他調は査盛1土,900対応面。、立会調査900面実施。

晨ふるさ道と 上 JII 山添連跡 松阪市山添町 700 700 中世 ピット。土師器。 要本調査300m'。事業次年度。

第 1-2表 平成7年度農林水産部関係開発事業地内遺跡一覧表 (2)
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事 事業地内 試 掘 調 査 結 果

務 事業名 地区名 遺跡名 所在地 分布面積 対 応 等

所 (m') 面積(m') 時代 概 要

松 須田遺跡 多気郡明和町佐田 800 遺構なし。土器少量。 工事可。

阪
農ふるさ道と 松阪明和

中島遺跡 多気郡明和町佐田 1,100 遺構・遺物なし。 工事可。
農

林 自然災害防止治山 富永城跡 飯南郡飯高町富永 340 立会調査340面実施。

ほ場整備 中 JII 中山遺跡 度会郡度会町田口 14,000 3,600 中世 ピット、土坑。 盛土対応。

伊

勢
里 A 遺跡 度会郡度会町鮪川 1,000 要試掘。

度会北部

農
農ふるさ道と

里 B 遺跡 度会郡度会町鮪川 5,000 要試掘。

林 里中遺跡 度会郡度会町長屋 2,000 700 中世 ピット、土坑。 要本調査700面。他は要試掘。

水
御 薗

高向遺跡 度会郡度会町高向 3,600 要試掘3,350m'。他は工事可。

産
漁港関連 答志島 大畑遺跡 鳥羽市答志 900 要試掘。

柘植川沿岸 良福寺跡 阿山郡伊賀町下柘植 24,880 8,800 縄文• 中世 ピット、土坑、溝。 本調査165面実施。他は盛土対応。

長福寺跡 上野市土橋 33,000 8,100 中世 ピット、土坑、溝。 盛土対応。

東出遺跡 上野市山神 3,600 工事可。

奥知氏館跡 上野市山神 6,000 土器少量。 工事可。

上野北部 山神寄達神社古墳 上野市山神 工事可。

ほ場整備 2,500 

上
東出南遺跡 上野市山神 1,300 奈良 土師器•須恵器多量。 盛土対応。

北出遺跡 上野市山神 24,000 19,000 古墳～中世 ピット、土坑、溝。 盛土対応。

火山遺跡 上野市山神 14,000 12,000 古墳～中世 ピット、土坑、溝。 本調査2,730面実施。他は盛土対応。

高寺南遺跡 名賀郡青山町伊勢路 30,000 1,400 中世 溝。土師器、瓦器。 本調査130面実施。他は盛土対応。

上 津

浜井湯遺跡 名賀郡青山町勝地 6,000 遺構なし。土器少量。 工事可。

南山 6 号墳 上野市古郡 350 要試掘。

野
南山 7 号墳 上野市古郡 200 要試掘。

上野南2部期
仮）東代遺跡 上野市古郡 1,000 要試掘。

東代古墳 上野市古郡 300 要試掘。

農免農道 城之越遺跡 上野市比土 3,300 要試掘。

城之越 C 遺跡 上野市比土 2,250 要試掘。

農
仮）市部A遺跡 上野市市部 300 工事可。

上野依那古

仮）市部B遺跡 上野市市部 1,800 工事可。

上野依那2期古 山神遺跡 上野市沖 1,000 300 弥生～古墳 ピット、土坑。 本調査300面実施。

重富氏館跡 上野市比自岐 8,000 要試掘。事業次年度以降。

荒堀氏館跡 上野市比自岐 2,400 要試掘。事業次年度以降。

中川氏館跡 上野市比自岐 400 要試掘。事業次年度以降。

林
竹岡氏館跡 上野市比自岐 3,000 要試掘。事業次年度以降。

広域農道 伊賀 3期 向山 1号墳 上野市比自岐 300 要試掘。事業次年度以降。

仮）地蔵川古墳群 上野市比自岐 400 要試掘。事業次年度以降。

地蔵川遺跡 上野市比自岐 1,000 要試掘。事業次年度以降。

石原 l 号墳 上野市比自岐 400 要試掘。事業次年度以降。

石原 2 号墳 上野市比自岐 900 要試掘。事業次年度以降。

第 1-3表 平成7年度農林水産部関係開発事業地内遺跡一覧表 (3)
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第 1図 平成7年度本調査遺跡位置図

事業 No. 遺跡名 所 在 地 調査面積(m') 調査期間 現地調査担当者 備 考

1 中冨田西浦遺跡 鈴鹿市中冨田町字西浦 130 H7.9.18 船越重伸•西澤裕幸 旧称西浦遺跡。

2 古川遺跡 松阪市櫛田町字古川 1,700 H?.11.1~12.22 伊藤裕之•西澤裕幸•服部芳人

瀬干遺跡 松阪市櫛田町字瀬干 580 宇河雅之・袖岡直樹

県
綾垣内遺跡 松阪市櫛田町字綾垣内 300 袖岡直樹•宇河雅之

営
3 大蓮寺遺跡 松阪市櫛田町字大蓮寺 320 H7.8.7-10.5 宇河雅之・袖岡直樹 H7年度途中追加。

北ノ垣内遺跡 松阪市櫛田町字北ノ垣内 770 宇河雅之・袖岡直樹

ほ
柳辻遺跡 松阪市櫛田町字柳辻 160 宇河雅之・袖岡直樹

場
4 山口遺跡 松阪市井口中町字山口 340 H7.7.10-7.24 山田康博•前）II嘉宏

5 高皿遺跡 多気郡多気町四疋田字高皿ほか 560 H7.10.2~11.7 松葉和也• 日栄智子 旧称池ノ下遺跡。

整
6 北野遺跡 多気郡明和町蓑村字東へべら 5,750 H7.6.29~H8.l.18 竹松葉田和憲也治・・袖越賀岡直弘樹幸•・山日栄田康智子博 現地説明会H7.12.23開催、 120名参加。

備
7 曽祢崎遺跡 多気郡明和町上野字曽祢崎 1,100 H7.5.8~6.27 野口美幸・袖岡直樹・山田康博 現地説明会H7.6.17開催、 120名参加。

8 良福寺跡 阿山郡伊賀町下柘植字寺後 165 H7 .10.18-10.25 西澤裕幸•服部芳人

9 火山遺跡 上野市山神字火山 2,730 H7.6.6~9.26 船越重伸•西澤裕幸 現地説明会H7.9.23開催、 llO名参加。

10 高寺南遺跡 名賀部青山町伊勢路字高寺 130 H7 .10.11-10.13 服部芳人・西澤裕幸

畜環 11 井尻遺跡 多気郡勢和村波多瀬字井尻 1,900 H7. 7.10~10.5 野口美幸・松葉和也 立会調査900面をH7年度途中追加。

開拓 12 長者屋敷遺跡 亀鈴鹿山市市広能褒瀬野町字町仲字土仲居土居 1,600 H7.6.5~7.31 宇河雅之•木野本和之

13 峯 城 跡 亀山市川崎町柴崎字八幡 1,400 H7.5.8-5.30 木野本和之•宇河雅之
晨道
14 山神遺跡 上野市沖字山神 300 H7 .5.18-6.2 船越重伸•西澤裕幸

計 18 遺跡 本調査19,935吋十立会調査900m'

第2表 平成7年度本調査遺跡一覧
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II. 長者屋敷遺跡

I . はじめに

長者屋敷遺跡の調査は、平成 6• 7年度開拓地整

備事業（能褒野第二地区）に伴う道路の拡幅・舗装

に先立って実施したものである。

(1) 範囲確認調査及び立会調査

① 調査計画

今回の事業によって、農道の拡幅・舗装が予定さ

れたのは、鈴鹿市広瀬町から亀山市能褒野町に広が

る地域である。事業地は、鈴鹿• 亀山両市において

遺跡登録がなされている長者屋敷遺跡の範囲内及び

隣接地である。そのため、全事業地内について試掘

調査を実施し、遺跡の広がりを確認することとなっ

た。

試掘調査は、まず2号線道路（南端から120m)

と9・10号線道路の5,100面について行った。試掘

坑は10'"'-'20m間隔に26ヶ所、 （総面積166mり設定

した。

また、 7号支線道路と 8号支線道路の3,500面に

ついても同様に、 4mX2mの試掘坑を22ヶ所設定

（総面積176m2) し、調査した。

さらに、 9・10号線道路に関しても、水路の橋梁

工事が急きょ必要となり、立会調査を実施した。調

査範囲は、コンクリートによる甚礎を構築する部分

を対象とし、水路を挟んでO.Sm幅の調査溝を西側5.

6m、東側7.Smの2ヶ所設定した。調査期間は、第

2次の試掘調査と同じ平成6年3月29日から30日で

ある。

② 試掘•立会調査結果

試掘•立会調査の実施により、 9• 10号線及び2

号線（南端から120m)の範囲において、 6ヶ所の

試掘坑から溝を検出した。また、農作業によって溝

状に掘られていた 2号線沿いの土取跡では、その断

面において幅0.9mと2.7mの溝が4.Smの間隔で露

出しているのが確認された。

-7-

10号線東端の水路の橋梁工事に伴う立会調査にお

いては、幅3mの溝が確認されている。この溝は 2

号線沿いの土取跡断面で確認された溝と結ばれると

考えられる。また、この溝の延長は、付近で残存す

る土塁の裾を、土塁と平行して延びているものと考

えられる。 10号線の内、 2号線以西においては、こ

の土塁裾を通って延びる溝と、直行する方向で溝が

一条確認されている。

これらのことを総合し、何らかの「区画」が存在

した可能性が生じてきた。そこで試掘調査において

遺構を検出した箇所を中心に調査対象地の設定を行っ

た。

(2) 調査方法

調査対象地の道路は、農耕及び生活用としての利

用度が高い。周囲における農作物の栽培は多種にわ

たり、農薬散布をはじめとして、収穫や出荷が継続

的に行われている。したがって、道路を完全に閉鎖

し、調査を行うことは勿論のこと、仮設道路の敷設

も不可能であった。

排土の処理についても、調査区に隣接する土地の

借用が困難であったため、ベルトコ‘ノベアーは用い

ず、場外搬出を行った。検出面は道路の盛土直下で

あって、包含層が存在しないことから、重機による

表士掘削を行い、それを追うかたちで遺構検出を行っ

ていった。

調査に関わるこれらの様々な制約から、平成6年

度調査は、 9号線道路約310mと2号線の内、 9号

線以南の230mを対象とした。調査範囲は幅員 5m

の道路部分で総延長距離は540m、総面積は2,700m2 

である。

平成7年度調査は、 10号線道路約310mを対象と

した。調査範囲は幅員5mの道路部分で、総面積は

1,600面である。



(3) 本報告における調査区と発掘区分

発掘調査は、対象地が生活道路であるという条件

のもと、極力通行止めの期間を短縮する目的で発掘

区の細分化を行った。 2ヵ年で設定した発掘区分は

11区である。また、報告書を作成するにあたり、遺

跡の性格及び全体像をより明瞭にするため、調査区

を設定し報告する。

調査区と発掘区分の関係及び調査期間は以下の通

りである。

① 第 1調査区

発掘区分 (A)

9号線約300mのうち、西端から84m地点

まで

平成6年6月1日から同年6月20日

発掘区分 (C)

9号線約300mのうち、第 1調査区に続く

100m間 (2号線との交差点まで）

平成6年7月11日から同年7月14日

② 第2調査区

9号線約300mのうち、 2号線以東の118m

平成6年6月21日から同年7月7日

③ 第 3調査区

発掘区分 (D)

2号線226mの内、 10号線以南の118m平成

6年7月19日から同年7月28日

④ 第4調査区

発掘区分 (F)

10号線約300mの内、西端から約40m地点

平成7年6月5日から同年6月7日

発掘区分 (H)
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10号線約300mの内、 2号線道路との交差

点以西の約90m間

平成7年7月3日から同年7月14日

発掘区分 (J)

10号線約300mの内、住宅団地前の約50m

平成7年7月19日から同年7月20日

⑤ 第 5調査区

発掘区分 (G)

10号線約300mの内、東端から約60m平成

6年6月12日から同年6月29日

⑥ 第6調査区

2号線約226mの内、 9・10線間の110m平

成6年8月2日から同年8月17日

第4調査区は住宅団地への進入道路で、また通学

路でもあることから、安全通路を南側に設定しての

調査となった。コソクリート製のプロック塀を伴う

住宅の前は、安全のため、 lm程度控えて調査区を

設定し、調査は溝の有無を確認することを重点的に

実施した。

(4) 調査完了後の処置

発掘区は、各区の調査が完了する毎に、 「引き渡

し」 （調査終了の告知と管理責任の移管）をおこなっ

た。これは調査区が生活道路（農道）で、一日でも

早い復旧が待たれたためである。

平成6年度調査区は、工事担当業者、四日市農林

事務所、三重県埋蔵文化財セ‘ノターの 3者による引

き渡しを実施した。

平成7年度調査区は、調査区の完全な埋め戻しを

行ったのち、四日市農林事務所との 2者間で引き渡

しをおこなった。



2. 位置と環境

鈴鹿山系に源を発する鈴鹿川は、亀山と鈴鹿の市

境付近で安楽川の合流を受け、穏やかな蛇行を見せ

ながら伊勢湾に注ぎ込んでいる。長者屋敷遺跡は、
① 

この安楽川との合流点の北側、第三紀鮮新世に形成

された扇状地の先端部に立地する。南から南東方向

に張り出すこの扇状地は、安楽川や本流の鈴鹿川に

よる浸食を受け、比高差17mの段丘崖を持つ台地状

第2図遺跡位置図 (1:so,000)
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の地形を見せている。

遺跡範囲は東西800m、南北1,000mの規模を持ち、

標高は現況で48,....__,52mである。

この地域は、鈴鹿川を介して古くから畿内と東海

を結ぶ交通の要衝として機能していた。特に古墳時

代以降律令期にかけては、畿内勢力の東国支配の起

点として重要な位置を占めていたと言える。古墳時



代においては、鈴鹿川流域に点在する前方後円墳や、

左岸を中心に存在する群集墳など、強大な地方勢力

の存在が窺われる。

鈴鹿川沿岸域が歴史の表舞台に登場する事件とし

て重要なのが、壬申の乱 (672年）である。 『日本

第3図遺跡地形図 (1:5,000)
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② 

書紀』天武天皇元年六月丙戌条に「（前略）妥国司

守三宅連石床、介三輪君子首、 （略）参遇子鈴鹿郡

則且狭五百軍、塞鈴鹿山道（略）是夜半、鈴鹿関司、

遣使奏言、山部王• 石川王、並来帰之。故置関焉

（以下略）」とあり、大海人皇子が道路を封鎖し、
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「固関」を実施していることが見える。これは 7世

紀後半代において、加太越えルートが既に主要交通

路としての位置を占めていたことを物語る。また

「関司」という役職名が見えることからも整備され

た「関」、交通路の存在が窺われる。

また同条文には「到川曲坂下」や「乃到三重郡家」

といった地名が見え、現在の鈴鹿市山辺から四日市

市采女町にいたる鈴鹿川左岸に、豪族居館を含む主

要地方機関が存在していたと考えられる。

律令期に入り、中央からの積極的な地方経営がな
③ ④ 

されるなかで、鈴鹿関の設置、伊勢国府の建設、国
⑤ 

分寺・尼寺の造営も、鈴鹿川を介するこの地に繰り

広げられる。これは同時に官道としての「東海道」

が確立していたことをも示している。

「東海道」については、先述の『日本書紀』天武

天皇元年六月丙戌条などの記載から、現在の鈴鹿市

木田町付近から国分寺近辺を通り四日市市采女町へ

至るルートであったことは確かなようであるが、鈴

鹿関（鈴鹿郡関町古厩）から国分寺に至るルートは

いまだ判然としていない。最短距離という観点から

すれば、鈴鹿川左岸にそのルートを求めることが妥

当と考えるが、実際に比定される道路や地割り等の

注

① 磯部克編『三重県地質図集』 （三重県高等学校理科教育研究会

地学部会、 1987年）。

② 『日本古典文学体系』本の『日本書紀』下巻を用いた。

③ 所在については、鈴鹿郡関町大字古厩字片山が有力視されてい

る。

八賀晋『伊勢国鈴鹿関にかんする基礎的研究研究成果報告』

(1992年）。

森川幸雄「鈴鹿郡関町出土古瓦」 (™ie History』Vol.4 

三重歴史研究会 1992年）。

3. 層

調査の対象地となった農道は、第2次世界対戦中

に陸軍の北伊勢飛行場として開拓がなされた土地の

南東端部に該当する。開拓以前は、広範囲に及ぶ松

林が存在し、現在と同様に比較的平坦な地形が展開

していたらしい。飛行場の建設は、人力を中心とし

たものであったが、かつて点在していたという「土

塁」はこの事業をもつて消滅している。付近に僅か

に残存する土塁は、すべて飛行場用地外である。
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痕跡は一切認められていない。かつては国府推定地

である鈴鹿市国府町を通り、鈴鹿川南岸の低台地を
⑥ 

東進して木田町に至るルートが考えられていた。し

かし初現期の伊勢国府が、国府町から 3km離れた鈴

鹿市広瀬町に存在したことが立証された現在、旧説

のルートは国府衰退期のものである可能性が出てき

た。 「東海道」が鈴鹿川左岸をそのコースとしてい

た可能性の補強としては、伊勢国府の政庁建物から
⑦ 

南に延びる直線道路の存在があげられる。この道路

の存在は、台地の南裾を通る「東海道」の存在を紡

彿とさせるものである。

鈴鹿川左岸は、古代社会における伊勢地方の中核

をなしていたが、近世における東海道の宿場町とし

ての発展以外は、目ざましいものではなかった。し

かし、これは遺跡の保存という観点からは非常に有

益であったと思われる。鈴鹿市教育委員会が行った

伊勢国府跡（鈴鹿市広瀬町）の発掘は、政庁建物跡

が削平を受けず現存する他に例を見ない良い条件下

でのものとなった。今後も続く計画調査において、

古代「大国」の政庁域、建物配置などが判明するこ

とを願うと共に、周辺部の環境が維持され、文化遺

産が構成に伝えられることを願って止まない。

④ 藤原秀樹•新田剛他『伊勢国分寺•国府跡 2 』 （鈴鹿市教育委

員会、 1996年）。

村山邦彦「鈴鹿市広瀬長者屋敷遺跡の研究」 （『古代学研究』

128 古代学研究会 1992年）。

⑤ 浅尾悟『伊勢国分寺 (5次） •長者屋敷遺跡 (1 次）』 （鈴鹿

市教育委員会 1993年）。

⑥ 藤本利治「第3節伊勢国」 （『古代日本の交通路I』藤岡謙

二郎編、大明堂 1978年）。

⑦ 昭和21年極東米軍撮影の航空写真による。

序

土地の平坦化は、場所により「黒ボク」層を越え

て基盤（地山）の明黄褐色軟粘質土層に達していた

ものと思われる。調査区内においては、ほとんど黒

ボク層（耕作士）直下が基盤（地山）であった。

調査区付近においてほぼ共通する層序は、地表か

ら黒色土・暗灰黄色軟粘質土・明黄褐色軟粘質土の

順で存在し、今回の調査は、明黄褐色軟粘質土を遺

構検出面と位置付けて実施した。



4. 遺

第1-------6の調査区において検出した遺構は、 17条

の溝と 1基の土坑から構成される。

溝の埋土はおおよそ 5層あり、全調査区の溝は、

以下の層位による分層が可能である。

a層 暗灰褐色から黒色土

b層極暗褐灰色土

c層 黒色土ベースに暗褐灰色細粒土混在

d層 黒色土ベースに黄褐色微粒土混在

e層 黄褐色粘質土ベースに黒色士混在

(1) 第 1調査区

9号線約300mのうち、 2号線以西の約180mを調

査区とした。

表土以下の基本層序は、黒色シルト・暗灰黄色軟

粘質土の 2層からなり、検出面は明黄褐色軟粘質士

である。

調査区全域にわたり、 Pitを検出したが、これら

は全般的に浅く、遺構としての認定は困難と思われ

る。遺物の出土も皆無であった。

(2) 第2調査区

9号線約300mのうち、 2号線以東の118mを対象

区とした。

表土以下の基本層序は、第 1調査区と同様に黒色

シルト・暗灰黄色軟粘質土の 2層からなり、検出面

は明黄褐色軟粘質土である。

本調査区においては、溝を 3条検出したが、内 2

条については東西及び南北の方向を著しく意識し、

構築されたと考えられる。

また、 SD2において平瓦小片が一点出土した以

外は、包含層も含めて遺物の出士は無かった。

① SDl 

幅lm、深さ0.52mで、断面は逆台形を呈する。

調査区と交差しほぼ直線的に延び、 N4°Wの方

向を持つ。

堆積土は、およそ4層に分層が可能である。最下

層のd層は、黒色土ベースに黄褐色微粒土が混入し、

溝の深さの約3/5を占める。その他の埋士は、堆積

-13-

構

順にc層→b層→a層である。

② SD2 

調査区を鋭角に縦断する SD2は、幅1.05m、深

さ0.55mで、形態はSD2同様に逆台形を呈する。

堆積土は、およそ4層に分層が可能で、某本的に

SDIと同じパターンの層序が確認でき、一連のも

のと考えられる。

溝はS84゚ Eの方向に伸び、 SDIと直交する可

能性がある。

暗灰褐色シルトに明黄褐色軟粘質士の混入する I

層において、平瓦小片が一点出土している。

③ SD3 

N52゚ Eに方向をもつこの溝は、幅1.2m、深さ

はO.Smである。 SDI・2における d層が認めら

れず、堆積の様相はやや異なる。

(3) 第3調査区

2号線道路の内、 9・10号線とに挟まれた110m

を対象区とした。

表土以下の基本層序は、第 1調査区と同様に黒色

シルト・暗灰黄色軟粘質士の 2層からなり、検出面

は明黄褐色軟粘質土である。

調査区の北端部において 2条の溝を検出した他は

遺構は存在しなかった。また、包含層及び遺構から

遺物は一切出士しなかった。

調査区中央には、付近を農地として転用した際に

敷設したコンクリート製の水道管（現在は使用して

いない）が残存していた。これは直径約40cmのもの

で、幅約70cm、遺構検出面からの深さは約70cmの溝

を掘削し設置していた。調査区を縦断するかたちで

延び、後述する第6調査区まで達していた。調査は

寸断されている 2条の溝の部分に限って実施した。

① SDll 

幅1.2m、深さ0.65mの溝で、断面は逆台形であ

る。

溝の堆積土は、黒色土ベースに黄褐色微粒士が混

在する d層をはじめとし、 b層→c層→a層（黒灰

色士）の順で堆積する。
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第7図 第3調査区遺構実測図 (1:200)
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層

層

層

層

層

a

b

c

d

e

 

暗灰喝色から黒色土

極暗矯灰色土

黒色土ベースに暗矯灰色細粒土混在

黒色土ベースに黄矯色徽粒土混在

黄福色粘質土ベースに黒色土混在

第 8図

? I I I ,-一,·-----~m
SD11・19土層断面実測図 (1:40)

これはSD2における埋土と類似し、方向もN84゚

Eと同一であることから、

る。

②
 
S D19 

幅1.2m、

(4) 第 4調査区

10号線道路の内、

. ...L 

H
 

SD2の延長と考えられ

深さ0.65mの溝であり、 隣接する SD

11と規模については類似する。溝の方向はN52゚ E
 

の方向を示し、第 2調査区における SD3と一連の

ものと考えられる。

堆積土は 3層に分層が可能である。層序は堆積順

にd層→b層→a層（黒灰色土）である。

2号線道路以西の約180mを対

象とした。基本層序は、黒色シルト• 暗灰黄色軟粘

質土の 2層からなる。調査区西端付近は、黄褐色粘

質礫混土•黒色シルト・暗灰黄色軟粘質土に分層が

可能で、遺構検出面は、明黄褐色軟粘質土である。

遺構は、南北を意識したと考えられる溝を含む 3

条の溝を確認した。遺物の出土は、包含層・遺構と

もに一切無かった。
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第10図 S Dl2• 13• 18土層断面実測図 (1:40) 

調査区の中央には、水道管が埋設されていた。

れは調査区南側に隣接する住宅団地、第5調査区南

側にある住宅地へ供給するためのもので、調査区内

中央を縦断するかたちで延びていた。幅は約50cmで

ある。また、調査区両側にも極最近のものと考えら

れる溝状の撹乱が並行して存在していた。

① S D12 

幅I.Om、深さ0.6mの溝で、断面は逆台形を呈す

る。溝の方位はN4°Wである。

層序は堆積順に、

である。

SD12を切るかたちで存在する撹乱溝（昭和初期）

は、凡そ 50の振れを持ってSD12と交差している。

この溝状の撹乱は、

_ _!L 

層

層

層

層

層

a

b

c

d

e

 

暗灰矯色から黒色土

極暗渇灰色土

黒色土ベースに暗矯灰色細粒土混在

黒色土ベースに黄矯色微粒土混在

黄渇色粘質土ペースに黒色土混在

゜
lm 

こ

e層→d層→a層→b層→c層

ほぼ東西方向に延びており、旧

地形の畦畔と合致すると考えられる。

②
 
S D13 

幅0.8m、深さ0.35mの溝である。堆積士は、お

よそ 3層に分層が可能で、層序は堆積順に、黒色土

に灰褐色軟粘質土混在土 (c層）

土 (b層） ・暗灰褐色 (a層）である。

溝の方向は、 N4°Wで、

•暗褐灰色軟粘質

SD12とは並行関係に

ある。双方の距離は溝の芯ー芯間で132mである。

〇.
10m ③

 
S D18 

第 9図 第4調査区遺構実測図 (1:200)

幅1.5m、深さ0.5mの溝で、堆積土は2層に分層

できる。層序は堆積順に極暗褐色粘質土 (b層）

黒色土 (a層）である。暗褐色粘質士の堆積が短期

-16-



に起こったと考えられ、一連の溝とは堆積の様相及

び溝断面形が異なる。

溝の方向はN30゚ Eで、第2調在区のSD3、第

3調査区のSD19と関連性が高いと考えられる。

(5) 第5調査区

10号線道路の内、 2号線道路以東の約118mを対

象とした。基本層序は、表士以下が、黒色シルト・

暗灰黄色軟粘質土・明黄褐色軟粘質土（遺構検出面）

である。

遺構は調査区東端に集中し、第4調査区側におい

ては特に検出できなかった。第4調査区から調査区

を縦断し延びてきた水道管敷設による撹乱は、住宅

の存在する調査区中央でとまり、以東における遺構

の保存状態は比較的良好であった。

調査区の中央以東は、地表における瓦の分布がと

くに顕著な地域であり、畑地等の耕作土に含まれて

いた瓦は調査区の農道上に多く投棄されていた。遺

構からの瓦の出土は、 SD14• 15及びSD16で認め

られたが、溝の構築時期を裏付ける士器の出土は一

切なかった。

① S D14 

幅0.6'"'-'0. 75m、深さ0.3,.___,o. Smで、ほぼ溝と並

行して延びる撹乱溝によって切られている。溝の断

面は逆台形で方向はN84゚ EでSD17とほぼ直交す

る。堆積土はおよそ 3層に分層できる。層序は、堆

積順にc層→e層→a層である。

S D14からは、平瓦が出土（第13図）している。

これはSD14にSD17が直交する付近で、投棄され

たような一括しての出土である。

② SD17 

幅0.55m、深さ0.3mで、断面は逆台形を示す。

一連の溝の中では最も小規模なものである。

堆積土は3層（一部2層）に分層できる。層序は

堆積順にc層→d層→a層である。

SD17•14の新旧関係は、交点における土層断面

において確認できなかったため、同時期に併存して

いたものと思われる。

③ S D16 

遺構検出面（明黄褐色士）において、幅1.lm ,.___, 

1.4m、深さ 0.3mの規模で存在した溝は、表土下

-17-

の黒色軟質土から切り込んでいた。調査区北壁の土

層断面にみる溝復元値は、幅2m、深さ0.5mであ

る。

溝は偏平な逆台形を示し、 c層から平瓦が出土

（第17図No.5) している。方位は、 N3°Wである。

堆積士は4層に大別が可能で、層序は堆積順にd

層→c層→d層→e層→b層の順である。

④ S D15 

S D16東側の調査区東端に位置する。溝の西側堀

方は、 SD16とほぼ並行でN5°Wの方位を示す。

S D15と16の距離は、内法で3.5,...__,3.8m、溝の芯一

芯問は5.3mである。

検出部分は溝のコーナーにあたり、調査区北壁面

付近で東へほぼ90° 屈曲している。方向は推定でN

82゚ Eである。

溝の幅は調査区南壁で2.4m、深さは1.2mである。

東西方向に屈曲した部分では、幅は推定で最大3.8

mの規模を有している。堆積士はSD16方向から流

れ込んでおり、甚本となる 4層のほか、暗灰赤色軟

質土と暗褐灰色軟粘質土層が見られる。基本になる

4層はd層→c層→e層→b層の堆積順である

明黄褐色土の地山は、 SD16付近から東方のSD

15にかけて緩やかに傾斜している。遺構は黒色軟質

土層上面から切り込んでおり、基本となる 4層は、

この層の上部から堆積を始めている。

S D15西側からの堆積士の流入状態は、 SD16の

東側からのそれと酷似している。 SD15-S D16問

に土塁が存在し、この土が流入したと推定される。

(6) 第6調査区

2号線道路の内、 10号線道路との交差点以南の全

長90mが対象地である。

基本層序は、表土以下、黒色シルト・暗灰黄色軟

粘質土で、遺構検出面は、続く明黄褐色軟粘質土で

ある。比較的土地の標高が高いと考えられ、従って

削平も厚く行われたと思われる。

付近は、耕作地の中では瓦片の分布が濃い地域で

あり、第5調査区と同様に畑地から出土した瓦片が

農道上に多く投棄されていた。遺構からの出土遺物

は、 SK7において乎瓦小片が 2点認められただけ

である。
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第12図 S D14• 15土層断面実測図 (1:40)

① SD4 

調査区の南端に位置し、後世の撹乱によって切ら

れている。形状は幅0.65m、深さ0.4mで、逆台形

を呈する。堆積土は 3層に分層が可能で、堆積順に

d層→c層→a層である。

溝の方向はN4°Eで、第4調査区における SD

12と延長関係にある。

また溝の肩には、直径15"--'25cm、深さ10"--'20cmの

Pitが8つ検出された。これらには、溝に接するも

のと、溝から最高40cm離れるものがある。溝に接す

るものについては、検出段階において切合関係は判

然とせず、埋土はSD4 (a層）の黒色土と酷似し

ていた。従って、これらPitは溝と同時期に存在し

た可能性がある。

② SD5 

調査区内において、 SDSはその全体を現してお

らず、局所的に見ると、土坑として捉えることも可

能である。ただ、後述する SD6がSDS延長状に

存在すること等から、 SD6も含めて「溝」として

取り扱うこととする。

SDSは、 SD4の北東方向に位置する。幅は 1

m以上、深さ0.2mで、方位はN5°Eを示す。形

状はSD15に類似する。堆積土はSD4側（西側）

からの流入が顕著であり、堆積順に b層→a層の 2

．
 
°一

゜
—.. 
48,7,i 

.-1L 

第13図 S D14瓦出土状況図 (1:20) 
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層が認められる。ただし、明黄褐色粘質土の地山に

多く含まれる拳大の礫が、いずれの層にも混入して

いる。

SD4において存在した溝に付随するPitは、こ

のSDSについても認められる。 SD6側に4つが

点在し、西側の 1つを除いて全てが溝の法面に存在

していた。直径20,...._,SOcm、深さは約20cmで、埋土は

SDS埋土の黒色土 (a層）と同質である。

③ SD6 

SDSの北側延長上に位置し、 N8°Eの方位を

示す。幅はI.Sm以上、深さは0.1,...._,0.2mと他の溝

に比べ極めて浅い。堆積は、極暗褐灰色土 (b層）

の単層である。

溝の肩及び底にはピットが複数存在するが、規模

は直径20"--'60cm、深さ10"--'28cmと不統ーで配列にも

規則性は見いだせない。これはSDSに類似し、埋

土も溝の堆積土と同じ極暗褐灰色土である。

SDS-6間の距離は7.3mである。

④ SK7 

調査区のほぼ中央に位置し、調査区西壁から半円

形を呈する。直径は4.8m、深さは0.48mである。

堆積土は4層認められ、層序は堆積順に黒褐色弱粘

質土、暗褐色砂礫混土、黒色土、黒褐色砂礫混土で

ある。

黒色土から、平瓦小片が 2点出土している。

⑤ SDB 

幅0.3m、深さ0.2mの小規模な溝で、断面形は両

壁が直立に近い逆台形を呈する。埋土は黒色土の単

層で、砂礫等の混在はほとんど認められず、遺物の

出土も無い。

この溝は、調査区の中央を通る農業用の水道管

5. 遺

調査区周辺の畑地には多く瓦が分布するが、特に

第5調査区以南で分布が濃い。畑地に分布する瓦は、

しばしば農作業の妨げとなり、農道へ投棄されてい

た。ただし土器類の分布は全く見られず、今回の調

査においても出土しなかった。

-20-

（現在は使用されず）の埋設溝により、先端が失わ

れている。

⑥ SD9 

調査区の北端付近に位置する。幅 3m、深さ0.4

mでSD15に次ぐ規模を持つ。溝の方向はN90゚ E

である。

断面形は歪な逆台形で、南側の掘方がなだらかな

傾斜であるのに対し、北側は切り立っている。

堆積土は4層認められた。層序は堆積順にN層→

III層→II層→I層で、全体的に地山に含まれる花巌

岩系の小礫が混在している。

堆積土は、北側 (SD9側）からの流れ込みが南

側からのものより多量に存在する。 SD9に限定し

て言えば、この堆積方向の偏りを溝の「掘り直し」

と位置づけることも可能かも知れない。ただし、幅

の広い溝における堆積土の流入方向の偏りは、 SD

15でも認められる。これは流入方向が、対となって

存在する幅の細い溝 (SD16)側からである点にお

いても共通するもので、対となる幅の狭い溝との間

に盛土的なものが存在した可能性が考えられる。

出土遺物はない。

⑦ S D10 

SD9の北側に位置する。規模は幅0.92m、深さ

0.48mと小規模であるが、溝の方向はN86゚ EでS

D9にほぼ並行する。また、第5調査区のSD14の

は延長線上にある。

SD  9 -S  D10間の距離は、隣接する溝内法で4

----...,4. 8m、溝の芯ー芯間で6"--'6. 2mである。溝の断

面は逆台形てある。溝埋土は4つに分層が可能であ

り、堆積順にd層→c層→b層→a層である。

物

(1) 丸瓦 (1・2)

1は玉縁式丸瓦で残存長32.4cm、筒部長29.5cm、

筒部幅13.3cm、玉縁部残存長2.9cmである。凸面は

縄目叩きした後、不定方向の撫でによる調整を施す。

凹面は全面に布目が見られ、粘土板のつなぎ目痕が

残る。
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玉縁部は筒部と一体で、粘土の張りつけによる段

の形成を行っている。側面の形成は左右で異なり、

分割破面の有無が認められる。

2は玉縁部を欠きその有無は判然としない。筒部

残存長は24.3cm、筒部残存幅は13.2cmである。凸部

には横方向の丁寧なヘラ削りによる調整が成されて

いる。凹面は、粘土板を切り取る際に生じた糸切痕

と共に布目が残る。また型の模骨痕と思われる縦方

向の溝（幅約5mm)が見られる。

側面は、片側がおよそ 2分の 1残存し、分割破面

が残る。

(2) 平瓦 (3---....,5) 

製作技法は判然とせず、布目痕残存の有無など細

部に相違点がある。

る。

1 "-'2は曲率が強い点で共通す

3は狭端幅30.4cm、残存長28.6cm、厚み3.2cmの

である。凹面は狭端面を下にして左から右への糸切

り痕が見られる。凹面の側面側端部に縦方向の削り

が4cm幅で認められる。また撫で調整は部分的なも

のが各所で見られ、特に両側面に近い部分で、強い

縦方向の撫で調整が施されている。

凸面は、狭端面を下にして右から左への糸切り痕

が見られる。縄目叩きも存在するが、部分的なもの

で全体には及んでいない。また「上」の文字を記し

た押印が一か所存在する。 これは円形のスタ‘ノプに

文字を陰刻し押したものと考えられ、凸面上で直径

2.5cmを計る。

側面は、狭端面を下にし、上から下方向への削り

J
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を施し、また片方だけ凹面側を面取りしている。こ

の場合の切取方向は、側面と同じで上→下である。

端面は狭端面のみ完存し、削りによる調整が見られ

る。削りの方向は、凹面を上にして右から左である。

4は広端幅31.0cm、残存長24.4cm、厚み2.6cmで

ある。凹面は狭端面を下にして右から左への糸切痕

が見られ、ほぼ全面に布目痕が見られる。凸面は、

凹面とは逆方向の糸切痕が残り、ほぼ全面に縄目叩

きが施されている。また文字は判然としないが、凸

面の中央付近に円形のスタンプによる押印がある。

このスタンプは、 (3)の平瓦のものとは異なり、

文字の周りをさらに円が取り巻くものである。直径

は4cm、文字を取り巻く円は直径3.2cmで、

プは陰刻である。

側面は、狭端面を下にして上から下方向への削り

を、凹面側に面取りをそれぞれ施す。完存する広端

面には削りが見られるが調整は粗雑である。

5は残存幅14.6cm、残存長15.9cm、厚み2.2cmで

ある。凹面は布目痕を横方向に撫で消し、

スタ‘ノ

さらに側

面側を3.5"--'4 cm幅で削っている。また粘土のつな

ぎ目と考えられる箇所が存在するが、判然としない

凸面は、不明瞭であるがわずかに糸切痕が見られ

る。部分的に削りや指による撫で調整が行われてい

るが粗雑で、縄目叩きが残る。側面側に1.5""'2 cm 

の面取りがある。

側面は、凸面の面取りにより多く失われ、 1 cm程

度の幅である。削りが施されている。端面は、凹面

を上にして右から左への削りが成されている。

[」 二1
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6. 結 語

本項では、調査成果をもとに伊勢国府の地割り溝

について述べ、方格地割の想定を行うものとする。

なお文中で述べる溝と溝の間隔は、断りの無い限

り、全て溝芯ー芯間で計測している。また、溝の方

位は遺構の保存状況を加味し、平均的な数値を採用

した。

(1) 溝の分類

2ヵ年にわたる調査において、全17条の溝を検出

した。その内の14条については、東西または南北の

方向性を著しく意識して構築されたものと考える。

溝は、その深さがおおよそO.Sm前後と一様であ

るが、幅に関しては0.3"-'3.0mとその数値にひらき

がある。これら溝の規模は数値の偏在と方向性から

3種 (I類,.___,III類）に大別が可能である。

① I類［区画側溝］

幅が lm前後もしくはそれ以下のもの。東西また

は南北の方向性を有する。

② II類［区画内堀］

幅が 2mを上回るものである。 I類と同様に東西

また南北の方向性を有する。

③ III類［非区画溝］

溝幅の計測値に関しては I類に該当するものであ

るが、方向性がN30゚ ,----.,52゚ Eと規則性に欠けるも

のである。また溝の埋土の堆積状況についても I• 

II類とは性格が異なっている。

III類に該当する溝は、北から SD3• 19・18であ

り調査区をこえて一連のものである可能性がある。

(2) 溝から区画へ

① I類の溝による区画構成

東西第2調査区のSD2と第3調査区のSD11

は同一ライン上に存在し、これは第 5• 6調査区に

おける SD14• 10のライソと平行関係にある。両者

の間隔は124mである。

SD14•10ラインの延長は、調査区外に残存する

土塁aの北側裾を通る。

南北• 第2調査区のSDIは第5調脊区のSD17 

と、また第4調査区のSD12は第6調査区のSD4

と同一ライン上にある。 SDI・17ライソと SD12• 

4ライン問は120mである。

また、第4調査区のSD13は、 SD12• 4ライソと

調査区 遺 構 分 類 方 位 調査区 遺 構 分 類 方 位

第 2区 SD 1 I 類 N 4°W 第 3区 SD 11 I 類 N84゚ E

第 2区 SD 2 I 類 S84゚ E 第 4区 SD 12 I 類 N4°W 

第 2区 SD 3 III 類 N52゚ E 第 4区 SD 13 I 類 N 4°W 

第 6区 SD 4 I 類 N 4°E 第 5区 SD 14 I 類 N84゚ E

第 6区 SD 5 II 類 N 5°E 第 5区 SD 15 II 類 N 5°W 

第 6区 SD 6 II 類 N 8°E 第 5区 SD 16 I 類 N 3°W 

第 6区 SK 7 第 5区 SD 17 I 類 N 4°W 

第 6区 SD 8 III 類 N90°E 第 4区 SD 18 III 類 N30゚ E

第 6区 SD 9 II 類 N90゚ E 第 3区 SD 19 III 類 N52゚ E

第 6区 SD 10 I 類 N86°E 

第3表溝分類表

-24-



132mの距離を持つ。

I類の溝を類単位で延長及び交差させることによ

り、一辺約120mを甚本とする方格地割が想定され

る。

② II類の溝による区画構成

東西第5調査区のSD15は第6調在区のSD9

と同ーライン上に存在するが、 SD15が調査区内に

おいて南へ屈曲していることから、連続するもので

はないと考えられる。

南北 SD5•6 は第 6 調査区内で途切れている

が、ほぼ同一ライソ上に存在するものである。 SD

6の北方への延長は、調査区外にてSD9に向けて

90° 屈曲すると考えられる。これは、 SD15の例か

ら窺えるものである。

③ I類.II類の相互関係

I類の溝とII類の溝とは、互いに並行関係にあり、

現在のところ直交するケースを考えさせる資料はな

し'o

S D15の東方への延長は、先述のように残存する

土塁aの南裾を通過する。先に述べたとおり、 SD

14は土塁aの北裾を通過するから、土塁aはSD14 

とSD15に挟まれ存在していたと考えられる。つま

り、 I• II類の並行する溝の問には士塁が存在して

いたと考えられる。このケースを他の部分に当ては

めると、 SD10 (I類）と SD9 (II類）、 SD4

(I類）と SD5 (II類）そして、 SD16 (I類）

とSD15 (II類）の例が挙げられる。

I類の溝で区画される基本単位は、内側に土塁を

伴い、さらに内側にII類の溝を巡らしていた可能性

がある。 I• II類の溝間は 5,.____,6mで、 II類の溝で

形成される区画は一辺108,____,llOmと推定される。

(3) 区画と道路

S D17はI類の溝であり、方格地割の基本単位

（東側一辺）を成すものである。この溝の東側には

SD16が、 SD17と同じ方向をもつて存在している。

相互間の距離は12mである。

S D16はII類のSDISと共に、方格地割の基本単

位を成している溝であることから、 SD17⇔ S D16 

間は区画の狭間にあり、道路と推定される。

方格地割の 1区画の周りに幅12mの道路が存在し

-25-

たとすると、 SD5• 6がつながらず、途切れてい

る点も理解し得る。 SD6 の南側先端は SD10•14

ライソから58m地点に、またSD5の北側先端はS

D10• 14 ラインから65m地点にあたる。 SD5•6

間の距離は 7mあり、方格地割の一辺の中央地点

(60m)はこの間に含まれる。溝の切れ目は同時に

土塁の切れ目でもあったと考えられ、 「通路」とし

て機能していた可能性がある。仮定に過ぎないが、

「通路」であれば区画の四方に存在していたかも知

れない。

S D17• 16間の12mをもって、道路を想定したが、

問題点も挙げておきたい。

まず、 SD17の北方への延長がSDIとなるのに

対し、 SD16は第2調査区内に対応する溝が存在し

ない。 SD17• 16の関係からすれば、 SDI東側12

mの位置（第19図イ地点）にSD16の延長となる溝

が想定されるのである。

また、同じケースはSD12• 4ライソ西側にも認

められる。区画の周囲に道路が存在したとすれば、

S D12• 4ラインの西側にも12mの距離をもって I

類の溝が存在してしかるべき（第19図口地点）であ

る。ただ、この場合はSD12とSD13の距離が132

mであり、 I類の溝で区画された基本単位が既に道

路分の12mを含んでいることを注目しておきたい。

SD10•14 ライソの北側12mの位置（第19図ハ・

二地点）についても、 I類の溝は存在しなかった。

(4) 区画から方格地割ヘ

一辺120mのI類の溝で囲まれた区画を基本的単

位とし、原則的に幅12mの道路が区画間に配された

として方格地割の想定を行った（第20図）。

① 残存土塁との関係
① 

長者屋敷遺跡には、現在3ヶ所の土塁 (a"-'C)

が残存しているが、地割の復元を行った結果、これ

らの土塁が全て I類の溝の内側におさまることが判

明した。
② 

② 「金薮」の存在

政庁と南北関係にある「森」で、 2基の円墳が存

在する。また長さ Imほどの石があり、かつてこの

地に住んでいた「長者」が、村が困窮した折に用い

るように財宝を埋めたとの伝承や、倭健命が腰をか
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けたとの言い伝えが残る。旧社地ではなく、信仰の

対象ともなっていないが、ある意味で「聖地」との

位置づけができよう。

SDI・11ライソの延長は、この「金薮」の南を

通る。

③ 畦畔の方向性と瓦の分布域

付近には東西及び南北をとる畦畔が多く残ってい

るが、この畦畔の方向が方格地割を形成する I• II 

類の溝と合致している点に注目する。特に道路A-

A' は、東西方向に延びる道で、土塁cの北側に想

定する12m道路とほぼ同じ位置を通り「名残」であ

ると考えられる。道路A-A' の北側は、付近でも
③ 

特に瓦の分布の密な範囲である。

現在、県道辺法寺加佐登停車場線以南については

東西を意識した畦畔はあまり残っていない。しかし、
④ 

昭和20年に撮影された航空写真（写真図版 1)によ

ると、台地の先端付近まで東西方向の畦畔や南北道

路が存在していたことがわかる。なかでも政庁跡か

ら南に向かって直線に延びる道路は、舌状に張り出

す台地の先端まで達していた。政庁の中軸線を通る

「大路」的な道路である可能性があり、注目される。

長者屋敷遺跡は、瓦の分布をもとにその遺跡範囲

が推定されているが、分布範囲は概ね東西及び南北

方向の畦畔・道路が存在していた範囲と合致するこ

とを指摘しておきたい。東西及び南北方向の畦畔・

道路が見られる範囲は、いわゆる「広瀬野」のうち

の台地南端付近のみに限定されるもので、北から西

に広がる同じ台地上でも、その存在は認められない。

④ 方格地割の構成と範囲

一辺120mのI類の溝で区画される単位は、東西

に6区画以上、南北方向に6区画を想定する。これ

は「金薮」と政庁建物を結ぶ12m道路を中軸として

東へ2区画以上、西に 3区画以上の存在を考えたも

のである。また中軸道路を挟んで存在する東西 1区

画の内、南端からの2区画を政庁域と推定する。こ
⑤ 

れは近年の調査で政庁建物が近江国庁と同じプラソ

であることが判明し、脇殿が南北方向に長く想定さ

れることに因る。

⑤ 北限

方格地割敷設範囲の北限は、 「金薮」を以て限り

と考える。これは、第 1調査区においてSD12• 4 
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ラインの延長が存在しない点、また、政庁の真北に

位置する「聖域」を越えて区画が存在しない点を根

拠とする。

「金薮」が「聖域」として位置づけられるに至っ

た黄金伝説は、同所の円墳の存在に起因していると

思われる。古墳の存在は区画の北への拡大を否定す

るものである。方格地割造営に際し、改葬されたも

のである可能性も指摘しておきたい。

瓦の分布についても「金薮」を北限としている。

⑥ 南限

「金薮」から南へ6区画、加えて南端において存

在する東西道路を含め南限とする。これは台地の先

端という土地条件（この設定以南において 1区画以

上の設定は困難）、さらに瓦の分布が政庁建物以南

において著しく疎になる点を根拠とする。

また、政庁建物から南東方向約250mに矢下 3号
⑥ 

墳が現存することから、方格地割の南限はこの古墳

を越えないと考える。

東西及び南北を示す畦畔・道路は、台地の先端ま

で存在していた。このことから、政庁建物から延び

る中央道路は、 「金薮」と政庁建物を結ぶライソの

延長として、台地の先端へ直進し、さらには台地下
⑦ 

方の東海道と接続していた可能性がある。

⑦ 東限

台地上の平坦地が、開析された谷筋によって制約

を受けるのは、東西及び南北を示す畦畔・道路が姿

を消す位置と概ね符号する。また瓦の分布もこの範

囲内にて見られ、以東においては、ほとんど確認さ

れていない。以上の点から中軸道路から 2区画をもっ

て東限と想定する。

ただし、後述する西限のラインを考慮するならば

プラソとしては 3区画の広がりを有していた可能性

は充分考えられる。

⑧ 西限

「金薮」と政庁建物を結ぶ中軸道路から 3区画を

もって西限と考える。瓦の分布を中心に想定したも

のであるが、東西及び南北を示す畦畔の連続性から

かんがえるならば、更に西方向への拡大も考える必

要がある。調査においても、第4調査区においてS

D13 (I類）検出したことにより、拡大の可能性は

否定できない。



中軸道路より 3区画目には士塁bが存在し、区画

の存在は有力である。しかし、第4調査区において

は、 SD12に対応し、 12m道路を形成するはずの溝

（第19図 口地点）が存在せず、土塁の存在を物語

るII類の溝も検出できなかったことから、施工され

た箇所とプラソのみが存在した箇所が部分的にあっ

たと考えられる。

(5) 方格地割の存在意義と問題点

国府における方格地割の存在は、旧来より多く研

究者によって議論がなされ、現在においては、その

存在について否定的に考えられている。主要官衡や

館等の区画、道路の存在、整備された空間の存在は

考えられるが、それは「方八町といった当初計画に
⑧ 

甚づく」ものではないとされている。

しかし、方格地割実在の可能性を補強する幾つか

の事例が存在することも確かである。

伊勢国府の方格地割の基本単位は120mであるが、

これは400尺であり、三重県多気郡明和町に所在す
⑨ 

る斎宮跡の方格地割と酷似する。斎宮の場合は、東

西7区画、南北4区画であり、長者屋敷遺跡とは全

体規模が大きく異なる。ただし、内院の位置は区画

の南側に位置し、長者屋敷遺跡における政庁の位置

が南偏する点とも共通する。

注

① 長者屋敷遺跡については、藤岡謙二郎「歴史地理的にみた鈴鹿

市広瀬台地の初期歴史時代遺跡群」 （『史迩と美術』279号 1957 

年）にはじまる様々な調査・研究がある。今回の報告は、特に方

格地割存在の可能性についてのみ述べ、政庁建物の構造や時期、

さらには軍団設置の有無などについては触れていない。これは方

格地割の時期が確定できず、多くが推測に止まるためである。

② 『高津瀬村誌』明治40年、及び『鈴鹿市史』第 1巻鈴鹿市教

育委員会 昭和55年による。 「金薮」の円墳2基（双円墳とも考

えられている）は、建物の基壇の可能性もある。また、残存する

石についても礎石を想定できなくもない。ただその場合、 「金薮」

をもって北限とする考えを否定せねばならず問題を残す。

しかし、この「金薮」を、平城京における「松林苑」の存在と

位置付けるならば、建物の存在や非日常的空間と成りえた点もう

なづける。ひとつの仮説として述べておく。

③ 村山邦彦「鈴鹿市広瀬長者屋敷遺跡の研究」 （『古代学研究』

128古代学研究会、 1992年）。以下、瓦の分布については本研究

を参考にしている。

④ 昭和21年極東米軍撮影の航空写真による

⑤ 阿部義平「国府の類型について」 （『国立歴史民族博物館研究
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一方制度史的にみると、伊勢国司は斎宮寮頭と兼

務しており、造営時において同様の企画が用いられ

た可能性は充分に考えられる。

問題点としては、まず政庁建物と地割の方向に約

40のずれが生じていることがあげられる。これは

政庁建物と地割の施工に時期差がある点を意味する

ものである。政庁建物は建築後早期 (8世紀代）に
⑩ 

移転した可能性が指摘されている。方格地割の施工

時期は、土器の出士が皆無であることから判然とし

ないが、方格地割の敷設プランは、溝の芯ー芯間の
⑪ 

計測による平安京の造営パターンであり、建物より

年代が下る。政庁建物と方格地割のいずれが先行す

るのか、現段階では判然としない。

伊勢国府は、自然災害による建物の倒壊がしばし

ば起こったようで、 『続日本紀』天平神護2年 9月
⑫ 

5日条に見られる風害の記事のほか、 『伊勢国飯野

荘大神宮勘注』に「（前略） 此国遭去貞観十六年

大風暴雨、国府官舎皆悉顛俣之間、文書多致腐損紛
⑬ 

失也（以下略）」と見え、幾度か建物の建て替えが

行われた事実が窺われる。

鈴鹿川南岸の鈴鹿市国府町への国府移転時期をも

含め、伊勢国府研究の大きな課題と言えよう。

（宇河雅之）

報告』第10集、国立歴史民族博物館 1976年）。

⑥ 『鈴鹿市遺跡地図』 （鈴鹿市教育委員会、 1987年）。

⑦ 台地南裾に東海道が存在した可能性については、 「位置と環境」

において若干ふれている。

⑧ 木下良「国府の周郭と方格地割について」 （『国立歴史民族博

物館研究報告』第20集 国立歴史民族博物館 1989年）。また阿

部義平氏も『同書』の「遺跡からみた国府一方形方格の古代地方

都市は存在したか一」において述べている。

⑨ 吉水康夫「斎宮跡の古代道路」 （『季刊考古学』 46号 1994年）。

大川勝宏「第103次調査」 （『史跡斎宮跡 平成5年度発掘調

査報』斎宮歴史博物館 1994年）。

⑩ 藤原秀樹•新田剛他『伊勢国分寺•国府跡 2 』 （鈴鹿市教育委

員会1996年）。

⑪ 井上和人「古代都城制地割再考」 （『研究論集VII』奈良国立文

化財研究書学報第41冊奈良国立文化財研究所 1984年）。

⑫ 『続日本紀』天平神護二年九月戊午条に「勅。比見伊勢美濃等

国奏。為風被損官舎数多。非但毀頗。亦亡人。 （以下略）」とあ

る。

⑬ 『古梓堂所蔵文書』 （『平安遺文』 233号）所収



写真図版 1

極東米軍撮影航空写真（垂直写真）
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写真図版2
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第 3調査区全景（北から）
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第4調査区西側（東から）
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第4調査区東側（東から）
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第5調査区全景と残存土塁a (西から）
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写真図版5

S D IS • 16遺構検出状況（西から） S Dl5土層断面（南東から）
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写真図版7

S Dl4土恩断面（西から）

S Dl5北壁土層断面（西から）
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写真図版8

第6調査区全景（北から） 写真図版25 SD 4・5・6 

第6調査区全景（南から）
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写真図版9
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写真図版10
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III. 峯城跡八幡地区

1 . 位置と環境

峯城跡八幡地区(1)は、行政上は亀山市川崎町大字

柴崎字八幡に所在する（第21図）。亀山市の北東部

を流れる鈴鹿川の支流八島川•安楽川にはさまれた

丘陵北端部の南斜面に位置し、標高は約74mである。

現況は山林で、南に向かって傾斜する。東方を亀山

と員弁とを結び近世には巡見道と呼ばれた街道が、

西方を亀山と近江を結ぶ安楽越が通る。周辺には各

地代の遺跡が多く存在しているが、ここでは峯城(1)

が機能していた時代を中心に述べたい。

室町～戦国期を通じて鈴鹿郡北東部に勢力を持っ

ていたのは関氏であった。当時、関氏の一族は、関

氏を中心に神戸・峯• 加太•国府氏が血縁的な結び

つきを持って「関一揆」と呼ばれた。はじめは一族

一揆の結束を保っていたが、のちに各一族は宗家の
① 

関氏から独立し別姓を称した。

正平22年(1367)、関四郎盛忠（のちに盛政）の五

男関政実は、川崎に峯城を築き峯越前守と称した。

峯氏は安楽・八島・御幣川流域に割拠する在地領主

を支配し、それらが居住する荘園・御厨の神宮神税

を沙汰し、代官職等を獲得した。また、神宮から勢

第21図 調査区及び周辺の中世城館位置図 1:2s,ooo c国土地理院「亀山」 1:2s,oooより）
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第22図 調査区位置図 1:s,000 c亀山市都市計画図より）

カ地を知行として認められ、次第に勢力を拡大して
② 

いった。峯氏は、歴代領主によって受け継がれてい

く間に、関•神戸氏と共に近江六角氏の影響下に置

かれることとなった。しかし、永禄11年(1566)の織

田信長の伊勢攻略により関氏一族は神戸（織田）信

孝に属し、織田氏の領国支配体制のもとに置かれる
③ 

こととなる。

天正2年(1572)、長島一向一揆との戦いで峯八郎

四郎盛祐が戦死すると一族は峯城を移され、新たに
④ 

岡本良勝（宗憲）が峯城主に封じられた。天正11年

(1581)信孝と羽柴秀吉が対立すると、峯城は秀吉と

対立する滝川一益により陥落し、岡本氏に替わって

滝川義太夫が入城した。秀吉は大軍を率いて峯城を

攻め、数か月の包囲ののち陥落させ、織田信雄の家

臣の佐久間正勝を城主とした。しかし、翌年（天正

12年）には信雄と秀吉と対立が深まり、秀吉は蒲生

氏郷•関長門守に命じて峯城を落城させ、以後峯城
⑤ 

は廃城となったという。

城の中心部は、現在の森集落の北東、標高約70m

の南北に伸びる丘陵上に位置する。中央に主郭を持

つ3つの郭から構成され、主郭は幅20m前後、高さ

約 Smの土塁を北• 西・北西の三方に巡らせる。こ

の土塁に囲まれた9QX140mの平坦地は本丸といわ

れ、西側士塁の中央近くの一段高いところが天守跡

と伝えられている。本丸南側の一段低いところには、

-41-

二の丸と呼ばれる削平地が残る。また、主郭の北側

には大きな空堀で隔てた郭があり、大きな土塁で北
⑥ 

西の守りを固めている。虎口は柴崎集落へ延びる緩

斜面に存在する。また、柴崎集落付近には「殿町」

という字名も残り、付近に居館等が立地した可能性

も指摘できる。亀山地域では、亀山城に次ぐ規模を

もち、昭和44年に県史跡に指定された。

周辺には、多数の城館が存在している。東方の河

岸段丘上に青館跡(2)、古城城跡(3)、西方の丘陵上に

落山城跡(4)、南西方向の丘陵上に野元坂館跡(s)、安

楽川と八島川の合流点南方の丘陵上に山尾氏館跡(6)
⑦ 

がある。これらの築城時期などは判然としないが、

その配置から峯城の支城的な性格が強かったと考え

られる。

今回の調査地は、平成7年度広域営農団地農道整

備事業（北勢南部地区）の事業回答を受けた当セ‘ノ

ターが分布調査した際に発見した。工事に伴いその

部分が堀削されることが判明したため、本調査が行

われることとなった。

調査区は、東西約35m、南北約40mの範囲で、丘

陵部北端から北東方向に派生する尾根の南斜面に位

置する平坦面と竪堀状の谷を中心に設定した。調査

は平成7年5月8日に開始し同月31日に終了した。

最終的な調査面積はl,400m2であった。



No. 遺跡名 所 在 地 時代 規 模 立地 備 考

1 峯城跡 亀山市川崎町森字柴崎、伴正寺 室町 140X300m 丘陵 昭和44年県指定史跡郭•土塁•空堀・天守台•井戸

2 青館跡 亀山市川崎町字青 室町 230X280m 台地 土塁

3 古城跡 亀山市川崎町川崎一色字野畑 室町 70X 120m 台地 郭•土塁•空堀

4 落山城跡 亀山市辺法寺町字網中 室町 120X 120m 台地 土塁•井戸

5 野元坂館跡 亀山市辺法寺町字野元坂 室町 180X 90m 台地 郭•土塁•空堀•溝•土坑•掘建柱建物跡 1969年調査

6 山尾氏館跡 亀山市田村町字奥条、中尾 室町 125X 100m 台地 士塁•空堀

第4表周辺の中世城館一覧

ヽ

第23図調査区地形図 1:1,000
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2. 遺構と遺物

土層の基本序層は、第 1層＝腐食土、第2層＝表

土、第3層＝淡黄渇色砂質土となる。遺構検出面は

第3層上面とした。遺構検出面までの深さは10cm前

後である。地質は脆く、地形的にも土砂は絶えず流

出していたと考えられ、遺構の保存状態はよくなかっ

た。

調査区内には、人工的に作られたと考えられる平

坦部が存在する。その規模は、東西約24mX南北約

26mの規模を持ち、南東方向には張り出し状の地形

（東西約10m、南北約8m)が認められる。また、

その南側には通路状の緩斜面（幅約4m、長さ約6

m)が存在し、谷筋をまたぎ土橋状の堤へと延びて

いる。建物跡等は発見できなかった（第24図）。

また、遺物の出士も認められず時期及び性格を言

及する資料は得られなかった。

3. 結

今回の調査では明確な遺構は確認できなかったが、

付近の尾根筋や丘陵端部には土塁や竪堀などが存在

し、丘陵全体に峯城防御のための何らかの施設が点

在していたと考えられる（第25図）。そこで、以下

本章では、峯城跡一帯の防御体制について述べてい

きたい。

調査区すぐ南側の小さな谷筋を挟んだ丘陵の頂部

には、土塁を巡らせる土壇が存在する。この丘陵の

東端部には、水田と約10mの比高をもち土塁を巡ら

せる平坦面の他、竪堀•井戸跡•土壇も存在してい

る。また、これらの遺構は、峯城中心部とはほぼ東

西にのびる大きな谷によって画されている。この谷

を中心とする地域は、字名を「城谷」という。

峯城背後の防衛については、尾根続きに延びる丘

陵上に堀切等の防御対策が認められず、若干疑問が

註

① 藤岡英礼「伊勢国における識豊期一鈴鹿郡峯城を中心として一」

（『中世城郭研究』 8 中世城郭研究会 1994) 

② 註1文献に同じ

③ 『鈴鹿市史』 （鈴鹿市 1980) 

④ 小玉道明他編『日本城郭大系10 三重•奈良•和歌山』 （新人

物往来社 1980)によると、峯家の断絶には諸説あり、 『明智軍

記』等には峯信濃守盛治が峯城主として健在であり、天正12年の

岐阜加賀野井の戦で討ち死にし、峯家は断絶したという記述もあ

語

残る。しかし、 「城谷」とは別に今回の調査区北に

は、現在は東名阪自動車道のルートとなっている深

く開析した谷が存在する。ほぼ東西方向に延びるこ

の谷は、峯城本体をはじめ点在する遺構群を隔絶し、

一種の独立丘陵を形成している。そのような視点で

見れば、峯城本体北側にも先述の「城谷」が存在し、

天然の「堀切」によって防衛線が張られていたとも

考えられる。したがって、今回調査した平坦面は前

述した遺構群のひとつであり、峯城背後の防衛対策・

立地条件等からみて、有事の際に使用したか、見張

り台的な性格のものであった可能性が考えられる。

いずれにしても、はっきりした遺構、遺物が確認

できず、多くを語ることは出来ない。今後の新たな

発見と、多方面からの研究の進展を期待したい。

（木野本和之）

るという。

⑤ 註1文献に同じ

⑥ 『三重の中世城館』 （三重県教育委員会 1976)、註1文献等

⑦ 註6文献に同じ。なお、野元坂館は1969年に東名阪自動車道建

設工事に伴い三重県教育委員会によって道路敷部分の調査が行わ

れた。 （谷本鋭次「野元坂館址」 『東名阪道路埋蔵文化財調査報

告』日本道路公団名古屋支社、三重県教育委員会 1970) 
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N. 中冨田西浦遺跡

中冨田西浦遺跡は、鈴鹿川の支流、芥川右岸の平

坦地に立地し、行政的には、鈴鹿市中冨田町字西浦

に所在している。現況は、水田および畑である。

平成7年度県営ほ場整備事業に伴う事前調査の結

果、弥生土器、山茶椀などが出土し、遺跡が存在す

る可能性が認められた。このため、平成7年9月18

日に発掘調査を実施した。調査区は、芥川の付け替

えに伴う排水路設置部分の幅1.35m、総延長96mで

T字状に設定した。調査面積は、 130m2であった。

層位は、上から耕作土、砂を含む暗褐色土、暗灰

色土、灰色土、黄灰色粘質土、灰色シルトの順で、

耕作面から深さ90.......,70cmで暗灰色シルトに達する。

この層を検出面として遺構の検出を試みたが、遺構

は全く認められなかった。灰色シルト層には若干の

遺物が含まれており、この層が包含層と考えられる。

当遺跡の位置する立地と事前調査の結果がら見て、

遺跡が存在した可能性は否定できない。今回の調査

区が芥川に最も近い部分であることから、遺跡の縁

辺部にあたり、遺跡の中心は調査区の南側、鈴鹿川

方向に存在していると考えられる。 （船越重伸）

' 
四査区 ' 、----

第27図調査区位置図 (1:2,000)

第26図遺跡位置図 (1:25,000) 
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報 告 書抄録

ふ り が な ちょうじゃやしきいせき みねじょうあと なかとみだにしうらいせき

書 名 長者屋敷遺跡・峯城跡・中冨田西浦遺跡

副 書 名

巻 次 第1分冊

シ リ ーズ名 三重県埋蔵文化財調査報告

シリーズ番号 1 3 3-1 

編 著 者 名 宇河雅之木野本和之船越重伸

編 集 機 関 三重県埋蔵文化財セ‘ノター

所 在 地 〒515-03 三重県多気郡明和町竹川503番地 TEL 05965-2-1732 

発行年月 日 西暦 1996年3月29日

ふりがな ふりがな コ ．． ド 北緯 東経 調査面積

所収遺跡名 所 在 地 0 I II 0'"  

調査期間 調査原因
市町村 遺跡番号 m' 

ち長ょ者うじゃ屋や敷しき遺いせ跡き 三みえ重け県ん鈴すず鹿か市し広ひろ瀬せ
24207 363 34゚ 136゚ 19940601,....__, 2,700 平成 6• 7年

町ちょ字うあ仲ざな土かど居＼、 • か亀めや山ま 53' 29' 19940817 度開拓地整備

市し能のぽ褒の野ちょ町うあ字ざな仲か士ど 24210 349 20" 50" 19950605"-' 1,600 事業業（能褒

19950713 野第二地区）

居

笙 じ城ょう 蒻 三みえ重け県ん亀かめ山やま市しか川わ崎さき 24210 136 34゚ 136° 19950508,...__., 1,400 平成7年度広

ち町ょ大うおお字あ柴ざしば崎さ字きあ八ざはち幡まん 53' 28' 19950531 域営農団地農

50" 05" 道整備事業

（北勢南部地

区）

な中か冨とみ 田だ に西し浦うら 三みえ重け県ん鈴すず鹿か市しな中かと冨み
24207 34゚ 136゚ 19950918 130 平成7年度県

遣 砿 田た字あざに西し浦うら 52' 30' 営ほ場整備事

43" 45" 業（芥川沿岸

地区）

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

長者屋敷遺跡 官街 奈良時代～ 区画溝14条 平瓦・丸瓦 伊勢国府に伴う一辺120m

平安時代 の方格地割

峯城跡（八幡 中世城館 室町時代～ 郭状遺構 なし

地区）

中冨田西浦遺 集落跡縁 不明 なし なし

跡 辺か
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